


主要セッション パラレルセッション
1. ジェンダーの歴史と未来
従来のジェンダー研究で、これまでにどのような課題があり、いかに
解決してきたのか、また未来に向けた課題は何かを共有する。

2. アジアにおける深刻な問題への女性の貢献
国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」で明示されているアジアでの
深刻な問題の解決に取り組む女性研究者の経験などを紹介する。

3. ジェンダーに基づくイノベーション
ジェンダーサミットの核心的テーマである「男女差を科学研究の要因
とすること」について、最新の研究結果や事例を紹介し、その有用性
や可能性を議論する。

4. 科学技術の社会的責任
科学技術の社会的責任がますます重要になる中、共創による成果と
問題に対して社会全体でどう責任を分担するのかを議論する。

1. 女性参画拡大により期待されるイノベーション上の利点の明確化
イノベーションの現場へ女性が参画することによる成果事例を取り
上げ、その効果を議論するとともに、その利点を探究する。

2. ダイバーシティ推進に係る評価手法の提示
各国の研究機関における科学の幅広い評価手法を調べ、国および研
究費配分機関の評価の指標として提案を図る。

3. スポーツにおける身体とジェンダー･サイエンスの推進
東京オリンピック・パラリンピックに向け、スポーツにおいて女性の
リーダーシップが実現している国と困難を抱えている国とを比較し、
その実現に向けた効果的な戦略を探る。

4. 中等教育における女子学生の文理選択の健全化
中等教育における女子学生（生徒）の文理選択について、国際比較
により、各国の現状の問題について議論する。

5. 男女共同参画推進のための研究者情報の整備と活用
研究者情報の活用方法の検討、情報整備につなげるための議論をす
るとともに、研究者情報を用いたジェンダーを視点とした研究活動
や知見を共有する。

6. 男性･男子にとってのジェンダー平等
アジアを含む男子の学力低下問題を視野に入れつつ、男性・男子を
めぐる教育の重要性について議論する。

関連会議
Ⅰ．女子中高生と保護者向けシンポジウム
2017年5月27日（土）
●会場：一橋講堂
●内容：世界で活躍する理工系研究者や技術者による講演など
●対象：女子中高生、保護者、教員　●無料　●日本語

Ⅱ．サテライト会議
2017年5月29日（月）、30日（火）
●会場：沖縄科学技術大学院大学
●テーマ：Frontiers of Science in 
Asia-Pacifi c
●内容：講演やパネルディスカッション、
ポスター発表など

参加登録
早期登録（2017年3月15日まで）：30000円
通常登録（2017年3月16日～4月15日）：35000円
学生料金：5000円

お問い合わせ先
ジェンダーサミット10 組織運営委員会事務局
JST ダイバーシティ推進室内
TEL 03-5214-8443　FAX 03-5214-8088
E-mail diversity@jst.go.jp

は、世界的に10代男子の学力や精神的強さ
が低下している現象について考える。ジェン
ダーサミットで男性の問題を取り上げるのは
今回が初めてになる。
　貧困、食糧不足、健康的な生活の確保、教
育の促進など、国際社会はさまざまな課題に
直面している。国連が2015年に採択した持
続可能な開発目標（SDGs）では、17の目標

のうち5番目に「ジェンダー平等の実現」を掲
げた。11の開発目標にはジェンダーに関連す
る用語が含まれ（図2）、科学技術だけでなく、
貧困、福祉、教育、インフラ整備など政治や
経済の領域でも重要な要素とされる。
　「一つ一つの開発目標をターゲットにする方
法もありますが、ジェンダーの視点でSDGsの
すべての目標をつなぎ、『ジェンダーサミット

科学技術の未来をも変える
「ジェンダーサミット10」開催

「ジェンダーサミット10」

10』の提言として世界に発信したいと考えてい
ます。そして、開催だけで終わらせることなく、
ジェンダーとダイバーシティの視点を取り入れ
た研究開発を日本がリードしていくことをめざ
して、これからも活動を続けていきます」。
　ジェンダーの視点に立つ研究開発が大きな
イノベーションをもたらす未来に向けて、議
論が始まろうとしている。

2017年5月25日（木）、26日（金） 
一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2ー1ー2）
・JST　・日本学術会議　・ポルシャ社（欧州委員会の委託を受けた企業）
【国内】　・文部科学省　・内閣府　・経済産業省　・日本経済団体連合会　・日本ユネスコ国内委員会
　　　  ・国連ウィメン日本協会　・国立大学協会　・公立大学協会　・日本私立大学団体連合会
　　　  ・全国知事会　・男女共同参画学協会連絡会　その他6省が予定
【海外】　・欧州委員会
2大学、1企業、5団体　　　　協　　賛：　21大学、11学協会、18企業、3団体

日　　時：
会　　場：
主　　催：
後　　援：

パートナー： （1月24日現在）
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